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ヤングケアラーとは？

慢性的な病気や障がい、

精神的問題やアルコール・

薬物依存などを抱える家族

の世話をしている18歳未満

の子どもや若者
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なぜ、子どもがケアを担うことが起きるのか

ヤングケアリングのスクリーニングをする時には、

病気や障害を持つ親や家族と一緒に住む子どもはケアをしていると

想定してはいけません。親の病気や障害は、子どもがケアを担う状況を

引き起こす可能性があるきっかけとしてのみ見られるべきです。

普通、ヤングケアリングは、病気や障害のある大人が親としての役割を

果たすことへの支援において、適切な医療や福祉のサービスがなかったり

効果的でなかったりする場合に起こります。

ラフバラ大学ヤングケアラー研究グループが作成したヤングケアラースクリーニングシート
（ＹＣ－ＱＳＴ－２０）のガイドラインの２ページより

http://youngcarer.sakura.ne.jp/img/b-ycqst20-ja-descrip2.pdfで日本語翻訳版の閲覧可能
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日本で家族の領域に起きた変化

• 一世帯あたりの人数 1953年には５人 → 2016年には２．４７人

• 共働き数 1980年には614万世帯 → 2017年には1188万世帯

• ひとり親家庭の数 1988年度 母子世帯 84.9万世帯

→ 2011年度 母子世帯 123.8万世帯

• 平均寿命 1947年には男性50.06歳、女性53.96歳

2019年には男性81.41歳、女性87.45歳

（2016年の健康寿命は男性72.14歳、女性は74.79歳）

• 高齢者数 1965年には618万人 → 2018年には3557万人

• 精神疾患を持つ人の数 1999年には204.1万人 → 2014年には392.4万人 4



15～64歳の生産年齢人口が総人口に占める
割合が少ない「人口オーナス」の時代

・人口減少の中で、女性も元気な

高齢者も労働市場で働くことを

推奨される。

・ケアを必要とする人は増え、

在宅福祉が推進されるのに、

大人は労働市場で働かざるを

得ない状況で、家庭にかけられる

時間やエネルギーが減っている。
小峰隆夫・岡田恵子，2009，「人口オーナス下の産業・企
業」『イノベーション・マネジメント』第６巻，87-98，法政大学
イノベーション・マネジメント研究センター．P.90より 5



家事関連時間 （家事、介護・看護、育児、買い物）

１日あたりの家事関連時間（2016年）

「夫が有業で妻が無業の世帯」

妻が７時間56分、夫が50分

「共働き世帯」

妻が４時間54分、夫が46分

子育て期のひとり親

女性が３時間59分

男性が１時間9分

総務省統計局「平成28年社会生活基本調査 生活時間に関する結果
結果の概要」より

澁谷智子，2018，『ヤングケ
アラー』中公新書，p.10より
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1995年のイギリスの
ヤングケアラー実態調査の報告書

今後、子どもがケア役割を引き受けることへの需要は、減るよりも、

増えていく可能性が高い。イギリスを含め、ヨーロッパのすべての国々は、

似たような人口統計上の傾向や家庭動向に直面している。高齢者の

増加、世帯人数の減少、家族ユニットの再構築（ひとり親家庭の増加や

再婚などによる再構成家族の増加）などである。

Dearden and Becker 1995, p.35より 7



ケアに関するあなたの選択肢

家族の誰かが世話を必要としていたら、

あなたは助けたいと思うかもしれません。

でも、あなたはヤングケアラーとして、

大人のケアラーと同じことをするべきでは

ありません。また、誰かのケアをするために、

あなたの時間を多く使うべきでもありません。

それは、あなたが学校でしっかり勉強したり

他の子どもや若者と同じようなことをしたりする

妨げになることがあるからです。

あなたがしたいと思う、あるいはしてあげられる

と思うケアのタイプと量を判断するのは大切です。

また、そもそもあなたがケアラーとなるべきなの

かどうかを判断するのも大切です。

NHS, 2018, “Being a Young Carer：your rights”
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埼玉県によるヤングケアラー実態調査

埼玉県内のすべての

高校２年生５万５０００人を

対象に２０２０年夏に実施。

回答者４万８２６１人のうち、

４．１％にあたる１９６９人が

ヤングケアラーとして

分析される（２５人に１人）。
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2011年のイギリスの
国勢調査との比較

ケア時間は週に1～19時間が大半 12



2003年にイギリスで行われた
ヤングケアラー実態調査との比較

87のヤングケアラー

プロジェクトを通して、

6178人のヤングケ

アラーのデータが

分析された。

ケア時間は、2149人

のデータのみ。

報告書は2004年刊行
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１時間未満
（795 人）

１時間以上
２時間未満
（539人）

２時間以上
４時間未満
（322人）

４時間以上
６時間未満
（95人）

６時間以上
８時間未満
（47人）

８時間以上
（30人）

無回答
（141人）

学校を休みがちになっている 1.5 1.3 2.8 6.3 8.5 13.3 1.4

学校への遅刻が多い 1.8 3.3 6.5 12.6 4.3 10 2.1

部活ができない 1.5 3.5 7.1 13.7 6.4 13.3 0.7

勉強の時間が充分に取れない 5.7 11.1 15.5 26.3 19.1 20 3.5

授業に集中できない 2.6 3.7 8.4 11.6 8.5 13.3 3.5

成績が落ちた 0.9 3.5 4.7 18.9 8.5 6.7 1.4

友人と遊ぶことができない 2.9 7.4 16.8 24.2 19.1 23.3 1.4
周囲の人と会話や話題が合わな
い 1.1 3.3 7.8 6.3 10.6 20 0

ケアについて話せる人がいなくて
孤独を感じる 22 19.1 17.7 12.6 25.5 20 7.8

ストレスを感じている 11.7 18.4 23.3 38.9 38.3 23.3 9.2

睡眠不足 4.2 7.2 14.6 29.5 21.3 23.3 5

しっかり食べていない 1.4 1.5 3.4 12.6 8.5 13.3 0.7

体がだるい 3.8 8 14.6 22.1 17 26.7 3.5

自分の時間が取れない 3.6 10.2 17.4 33.7 21.3 23.3 2.1

進路についてしっかり考える余裕
がない 1.5 1.5 6.2 7.4 8.5 13.3 0.7

受験の準備ができていない 0.9 2 3.1 7.4 6.4 10 1.4

アルバイトができない 5.2 6.1 7.1 12.6 6.4 6.7 2.8

特に影響はない 49.9 41.6 37.9 32.6 40.4 40 14.2

１日あたりのケア時間と
学校生活への影響（平日）

埼玉県の調査結果
23～24ページを基に
筆者が作成した表

単位は％
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高校生たちは、
どういうところからケアの影響を受けていくのか
（ケア時間が増えていくと共に、10％以上になっていく項目）

①ケアについて話せる人がいなくて孤独を感じる、ストレスを感じる

②自分の時間が取れない、勉強の時間が充分に取れない

③友人と遊ぶことができない、睡眠不足、体がだるい

④成績が落ちた、部活ができない、学校への遅刻が多い、

アルバイトができない、しっかり食べていない、授業に集中できない

⑤周囲の人と会話や話題が合わない

⑥学校を休みがちになっている、進路についてしっかり考える余裕が

ない、受験の準備ができていない
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誰がヤングケアラーを支援できるのか？

ケアを必要とする人を中心に作られている日本の制度において、

要介護者や要援護者をサポートする専門職からは、同居する子どもは、

中高生であっても「インフォーマルな社会資源」「介護力」と見られがち。

しかも、大人の介護者と同等に扱われているようなところがある。

家族は余裕がない。

学校の先生は、家庭のケアの状況まで把握できないことも多い。

制度のはざまで、誰からも支援されないヤングケアラー

ケアを必要とする家族の状況を把握した上で、ケアをする子どもの立場に

立って、話を聞いたり相談にのれる専門職はいるのか？
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ヤングケアラー支援は何を目指すのか？

• ケアを必要とする人の幸福（ウェルビーング）だけでなく、

ケアを行う子どもの幸福（ウェルビーング）も大切にされるべき。

• 「家族」の力が以前よりも弱体化していることを考慮しないまま、

「家族の助け合い」に頼る形では、子どもや若者にそのしわ寄せがいき、

ヤングケアラーは「子どもの権利」さえ守られていない現状がある。

そんな子どもの権利擁護は誰ができるのか。
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第３回ヤングケアラー国際会議が掲げること

ヤングケアラーが自分の力を完全に発揮できるように

enable young carers to reach their full potential

“IDENTIFY, SUPPORT, AND LISTEN TO YOUNG CARERS”

ヤングケアラーを見つけ、サポートし、その話に耳を傾ける
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